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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権及び出願公開後の実用新案登録出願にかかわる確認について，責

任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 B 7441：2009 
 

非接触座標測定機の受入検査及び定期検査 
Acceptance and reverification tests for coordinate measuring machines 

(CMM) with non-contacting probing systems 
 

1 適用範囲 

この規格は，対象物の形状を多点群の三次元座標値として取得できる非接触座標測定機の受入検査及び

定期検査について規定する。 

測定機は，イメージセンサ（CCD カメラなど）のほかに，測定のために物体表面にパターン・テクスチ

ャを投影するプロジェクタ，レーザ光を照射するシステムなどをもつ光学式センサ，そのほかの手法によ

る非接触プロービングシステムを備えたものとする（附属書 A 参照）。光学式センサの具体例として，レ

ーザスリットスキャン，しま（縞）投影，スポット光投影，モアレ方式などがある。また，この規格は，

移動機構をもつ測定機及びもたない測定機のどちらにも適用できる。さらに，移動機構をもたない測定機

の測定結果をマーカ，ソフトウェアなどを用いてつなぎ合わせをした場合の評価にも適用できる。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0641-1 製品の幾何特性仕様 (GPS)－製品及び測定装置の測定による検査－第 1 部：仕様に対す

る合否判定基準 

JIS B 0672-1 製品の幾何特性仕様 (GPS)－形体－第 1 部：一般用語及び定義 

JIS B 7440-1 製品の幾何特性仕様 (GPS)－座標測定機 (CMM) の受入検査及び定期検査－第 1 部：

用語 
 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS B 0641-1，JIS B 0672-1 及び JIS B 7440-1 によるほか，次に

よる。 

3.1 

球面形状測定誤差 PFS (error of spherical form measurement) 

非接触座標測定機において，検査用標準球上の測定点の最小二乗法による近似によって決定される中心

から各測定点までの距離の範囲。 

注記 球面形状測定誤差 PFS は，JIS B 7440-1 に定義するプロービング誤差 Pと一致する。 

3.2 

球直径測定誤差 PS (error of diameter measurement) 

非接触座標測定機において，検査用標準球上の測定点の最小二乗法による近似によって決定される直径


